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はじめに

小論で紹介する資料は，藤井次郎『勤労を中

心として観たる小工業経営の人的構成に関する

調査－勤労協同体確立のために－』（労働科学

研究所報告 第３部 産業経営及社会政策 第

１冊，１９４２年）である。

本調査書は，１９４０年５月から同年７月にかけ

て藤井次郎１が実施した調査の記録である。調

査の対象となったのは東京市所在のＭ鍛造株式

会社（３９年３月設立）であるが，本書では経営

陣から工員一人一人の経歴，労働の実態，さら

に小工場における人間関係の機微まで詳細に記

されている。本書は全編４６頁の小冊子である

が，戦時下の中小鍛造工場の実態を伝えてくれ

る貴重な資料である２。

１．所有と経営

最初に同社の経営陣についてみておきたい。

専務取締役社長Ｋ.Ｍ.は１９４０年５月末時点で４２

歳，福岡県出身であった３。Ｋ.Ｍ.は２１年７月に

Ｗ工手学校機械科卒業後４，Ｙ鉄工所に勤務し

て鉄道保安設備に関する特許権２件を取得し，

それをもとに実弟とともに２４年に合資会社Ｍ製

作所（４０年時点での規模は経営２３名，労務７５

名）を設立し，同製作所は後に鉄道省指定工場

となった。Ｋ.Ｍ.は３６年に個人経営の鋳造工場

を設立し，３９年には友人らを誘ってＭ鍛造株式

会社を創設した。Ｋ.Ｍ.がＭ鍛造に出社するの

は１週間に半日程度であり，日々の采配は常務

取締役であるＳ.Ｍ.が行っていた５。

表１にあるように常務取締役Ｓ.Ｍ.はＴ外国

† 大阪大学大学院経済学研究科教授
１ 東京帝国大学文学部で社会学を専攻した著者の藤井
次郎は１９３８年の卒業後ただちに労働科学研究所に入所
し，戦時期の労働調査研究に携わった。
２ この調査研究に対するある労働科学研究所員の評価
は，「此の仕事はわが社会科学部門における記念碑的な
業績であったと私は思います。それには『生きている
人間，労働者を，（ａ）よりよく生かす方向で，しかし
（ｂ）彼を取り巻く諸関係を恣意的に抽象し，その表面
をお手軽になでまわしていれば安直な夢を追うのでは
なく，その反対に可及的全面的に研究する』という労
働科学的研究方法の真髄が見事に結実しているのを感
じます。（参考までに調査技術について一言すれば，こ
の調査結果は徹頭徹尾現場の労働者との自由な－とい
う意味は，調査，被調査という特殊な，ある意味で異
常な関係を最後までつくることなしにということで
す－対話・交流を通してのねばり強い努力の産物でし
た。）」といったものであった（暉峻義等博士追憶出版
刊行会編『暉峻義等博士と労働科学』１９６７年，２１２
頁）。

３ Ｋ.Ｍ.は福岡県に生まれ，小学校を終えると北筑軌道
の機関士となり，１７歳の時単身上京し，深川の鉄工所
に勤める傍らＷ工手学校に通った。Ｋ.Ｍ.は戦後，郷里
の商工会会長なども歴任した。
４ １９１１年に設立されたＷ工手学校は，２７年７月までに
７２３６名（内訳は電工科２０９３名，機械科１７８５名，建築科
１５１８名，土木科１３１５名，採鉱冶金科５２５名）の卒業者を
輩出した東京でも有名な工業各種学校である。Ｋ.Ｍ.が
卒業した２１年７月の第１８回機械科卒業者は１１８名であっ
た（「学科別卒業生会員数統計表」［昭和２年１２月現
在］Ｗ工手学校稲友会校友部編『会員名簿』１９２７年１２
月）。またＷ工手学校の２４年７月までの卒業者数は５０８９
名を数えたが，その出身府県別順位をみると東京９１５
名，福岡２９３名，静岡２４５名，新潟２１４名，福島２０７名の
順であり，Ｗ工手学校と福岡県出身者の深い繋がりを
うかがわせる（「卒業生府県別統計表」［大正１３年１０月
調査］，Ｗ工手学校編『Ｗ工手学校要覧』１９２４年）。
５ 藤井次郎『勤労を中心として観たる小工業経営の人
的構成に関する調査－勤労協同体確立のために－』（労
働科学研究所報告 第３部 産業経営及社会政策 第
１冊，１９４２年）６，７，３９頁。
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語学校卒業後，英語教師として奉職中に鉄道関

係との関係ができ，自ら小機械製作所を経営し

たものの関東大震災によって工場は崩壊し，そ

の後Ｋ製作所に入所して鍛工部主任・工場長と

なり，業務上旧知の関係にあったＫ.Ｍ.の誘い

によってＫ製作所からＭ鍛造に移ったのであ

る。Ｓ.Ｍ.は創業に関する技術面一切を引き受

け，工場設備，機械設計，取付などに従事し，

中心となる工員の雇い入れにも尽力した６。Ｓ.

Ｍ.は「人間的には“人がよすぎる”程の好人

物である。部下に対しては所謂“頼まれたら嫌

と言へぬ”性質によつて世話面倒を惜しまな

い」人物であり，月給は２００円であった７。

表１にあるようにＭ鍛造の取締役は３名，監

査役は２名であったが，そのうちの３名はＫ.

Ｍ.のＷ工手学校時代以来の友人であり（彼ら

は１３人組と称する友誼仲間であった），２名は

Ｋ.Ｍ.の実弟であった。Ｋ.Ｍ.の友人３名はそ

れぞれ中小鉄工所，鋳鋼会社の経営者や重役で

あった８。

また専任事務員であるＲ.Ｋ.が庶務全般を担

当し，女子事務員Ｎ.Ｋ.が会計簿記を担当し

た９。長野県出身のＲ.Ｋ.は貧農の家に生まれ，

幼くして両親を失い，親戚の手によって中学校

２年を修了した。徴兵検査前は農業に従事した

が，上京後は印刷工その他を経験し，「のち思

想運動に投じて入獄，５ヶ年にして転向出所，

一時某社会事業に従ひたるも飽き足らず，当工

場創立後間もなく入社，庶務一切を引受く（中

略）上よりの信頼極めて篤く，事実工場経営に

於ては技師Ｓ.Ｍ.以上の任務を委ねられてゐる

と同時に，下労務者側の輿望また厚し」と評さ

れる人物であった１０。

臨時資金調整法を考慮してＭ鍛造株式会社は

資本金１８万円（１／４払込み）で１９３９年３月に

設立され１１，同年７月から本格的操業を開始し

た。株式は非公開であり，重役会議の決議をへ

なければその譲渡は行えなかった。３９年９月に

１／４徴収が実施されたため，４０年５月時点の

払込資本金は９万円であった。表２から株式所

有状況をみると，Ｋ.Ｍ.の工手学校時代の友人

１０名が合計１６６０株（全体の４６．１％）を所有して

おり，同窓ネットワークが経営面だけでなく資

本調達面でも大きな意義を有していたことが分

かる。

６ 同上書，６，３９頁。
７ 同上書，４０頁。
８ 同上書，６頁。

９ 同上書，６－７頁。
１０ 同上書，４０頁。
１１１９３８年８月の臨時資金調整法施行令改正によって，
資本金２０万円以上の会社の新設・増資・合併・目的変
更などが規制対象となった。

表１ Ｍ鍛造の人的構成（１９４０年）

Ｍ鍛造・役職 氏名 役職 所有株数 年齢 出身 学歴 備考

専務取締役社長 Ｋ.Ｍ. Ｍ製作所社長 １，１９０ ４２ 福岡 Ｗ工手学校卒
常務取締役 Ｓ.Ｍ. 元Ｋ製作所工場長 １００ ５４ 東京 Ｔ外国語学校卒
取締役 Ｋ.Ｓ. Ｅ鉄工所社長 １，０００ Ｗ工手学校卒
取締役 Ｒ.Ｈ. Ｓ鋳鋼会社社長 ２００ Ｗ工手学校卒
取締役 Ｙ.Ｍ. Ｍ製作所副社長 ２００ Ｋ.Ｍ.の実弟
監査役 Ｓ.Ｕ. 数小会社重役，弁護士 １００ Ｗ工手学校卒
監査役 Ｋ.Ｍ. Ｍ製作所支配人 １００ Ｋ.Ｍ.の実弟

事務員 Ｒ.Ｋ. ３２ 長野 中学校２年修了
女子事務員 Ｎ.Ｋ. ３１ 徳島 女子薬学専門学校卒

［出所］ 藤井次郎『勤労を中心として観たる小工業経営の人的構成に関する調査－勤労協同体確立のために』
労働科学研究所，１９４２年１月，１，７頁。
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２．採用と労働移動

１９３９年７月から本格的操業を開始したＭ鍛造

の従業員数は，表３にあるように７月１日現在

の３名からはじまって月を追って増加し，１２月

に１８名，４０年４月に２１名，５月に２２名となっ

た。従業員数のこうした増加は表４に示された

採用と移動の結果であった。

１９３９年６月２０日から４０年４月２９日までの間に

４３名が入社し，そのうち２１名が４０年４月までに

退社した。労働者の入社事情は「操業当初半ケ

年は街頭，工場門前に貼紙して一般募集し，更

にその後も特に広告せずして入社を申込むもの

ありしため，それらを多数採用した１２」といっ

た状況であったが，同時に技師Ｓ.Ｍ.の前任の

１２ 藤井前掲書，８頁。

表２ Ｍ鍛造の株主一覧

縁故関係 株 主 所有株数 重 役

Ｍ製作所関係者 社長Ｋ.Ｍ. １，１９０ 専務取締役社長
副社長（Ｋ.Ｍ.の実弟） ２００ 取締役
支配人（Ｋ.Ｍ.の実弟） １００ 監査役
購買課長 ２０
職工長 １０
下請小工場主Ｍ.Ｅ. ２０
同上Ｍ.Ｍ. １００

Ｋ.Ｍ.のＷ工手学校 Ｅ鉄工所Ｋ.Ｓ. １，０００ 取締役
時代の同窓関係者 小会社重役Ｓ.Ｕ.（弁護士） １００ 監査役

Ｓ鋳鋼会社Ｒ.Ｈ. ２００ 取締役
Ｙ工作機械会社Ａ １００
Ｋ機械製作所Ｋ ５０
Ｋ製作所Ｎ ２０
Ｍ鉄工所Ｍ １００
Ｏ製作所Ｏ ５０
Ｋ鉄工所Ｋ ２０
Ｈ鉄工所Ｈ ２０

その他 Ｓ.Ｍ.（技師長） １００ 常務取締役技師
Ｋ.Ｉ.（Ｋ.Ｍ.と同郷，建築請負業者） １００
Ｓ（同窓関係者Ｋ.Ｓ.の弟） １００

合 計 ２０名 ３，６００ ７名

［出所］ 藤井前掲書，７頁。

表３ 従業員数・操業落鎚台数
（人，台）

年月日 従業員数 操業落鎚台数

３９年７月１日 ３ １
８月１日 ６ ２
９月１日 １１ ２
１０月１日 １３ ２
１１月１日 １７ ３
１２月１日 １８ ３

４０年１月１日 １８ ３
２月１日 １８ ３
３月１日 １８ ４
４月１日 ２１ ４
５月１日 ２２ ４
６月１日 ２２ ４

［出所］ 藤井前掲書，８頁。
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表４ 工員の雇入れと退社

従業員番号 入社年月 退社年月 年齢 入社事情 退社事情 備考

１ ３９年６月２０日 ３９年７月１２日 ２１・２２歳 技師長紹介
２ ３９年６月２３日 ３９年１０月４日 ２８・２９歳 馘首
３ ３９年６月２８日 ３９年７月３日 ２６歳 技師長紹介
４ ３９年７月７日 ６０歳
５ ３９年７月１０日 ３９年９月３０日 ４５・４６歳 馘首
６ ３９年７月１７日 ３８歳
７ ３９年７月１７日 ３２歳 ６の紹介 朝鮮人
８ ３９年７月１８日 ３９年７月３０日 ２８歳 馘首 朝鮮人
９ ３９年７月１９日 ３９年７月３０日 ２３・２４歳
１０ ３９年７月２２日 ３９年９月１８日 ２３歳 馘首 朝鮮人
１１ ３９年７月２６日 ３９年７月３０日 ４８・４９歳
１２ ３９年８月２日 ３８歳 技師長紹介
１３ ３９年８月４日 ３６歳 ６の紹介
１４ ３９年８月７日 ３９年８月１２日 ２１歳
１５ ３９年８月１２日 ３９年８月１８日 ２２・２３歳
１６ ３９年８月１２日 ３９年９月１６日 ２３歳
１７ ３９年８月１２日 ３９年８月２３日 ２２・２３歳
１８ ３９年８月２４日 ４０年１月１１日 ３３歳
１９ ３９年８月２６日 ４１歳 ６の紹介
２０ ３９年９月２日 ４８・４９歳 ６の紹介
２１ ３９年９月５日 ２９歳 ２の紹介
２２ ３９年９月５日 ２８歳 ２の紹介
２３ ３９年９月５日 ３９年９月５日 ２２・２３歳
２４ ３９年９月８日 ３６歳 技師長紹介
２５ ３９年９月１６日 ３１歳
２６ ３９年９月１８日 ３９年９月２１日 ２８・２９歳
２７ ３９年９月２２日 ３９年９月２２日 不詳 朝鮮人
２８ ３９年９月２８日 ４０年１月３１日 ２２・２３歳 馘首 朝鮮人
２９ ３９年１０月２日 ２１歳
３０ ３９年１０月１２日 ２１歳
３１ ３９年１０月１６日 ３７歳 技師長紹介
３２ ３９年１０月１９日 ３０歳 ６の紹介
３３ ３９年１１月１２日 ６１歳 事務員ＲＫの

紹介３４ ３９年１２月１６日 ３９年１２月２１日 不詳 馘首 朝鮮人
３５ ４０年１月８日 ４０年４月６日 ２８・２９歳 馘首
３６ ４０年１月１０日 １７歳
３７ ４０年３月３日 ２９歳 事務員ＲＫの

紹介３８ ４０年３月１７日 ４０年３月１９日 ２６・２７歳 朝鮮人
３９ ４０年３月２１日 １８歳
４０ ４０年３月２９日 ４０年４月２５日 ３２歳 馘首
４１ ４０年４月４日 ２８歳 ３１の紹介
４２ ４０年４月２９日 １９歳
４３ ４０年４月２９日 １６歳 ３３の紹介

［出所］ 藤井前掲書，９頁。
（注）（１）退社年月空欄の者は，４０年６月１日現在在籍者。

（２）１８番は３９年９月１２日に退社し，１０月４日に再入社し，４０年１月１１日に再び退社した。
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Ｋ製作所時代にその下で働いた５名がＳ.Ｍ.の

紹介で入社したが，うち２名は早々に退社して

いる。さらに事務員Ｒ.Ｋ.の紹介によるものが

２名，労働者相互の紹介による者が９名入社

し，１１名全員が４０年５月時点で定着していた。

退社事情を詳しくみると，�「元の職場に在
籍のまゝ様子を窺ひに来り勝手に退社せるもの

２名」（表４の①，③），�「附近××製造会社
に在籍のまゝ機械修理の期間だけ密かに入社せ

るもの５名（⑨，⑭，⑮，⑯，⑰），�「虚構
をもつて１００円内外の前借をなし費消返済せざ

るため馘首，２名」（②，⑤），�「同僚と工具
を揮つて喧嘩せるため馘首３名」（�，�，
�），�「半島人にて内地人との協働に不適当
（詳細後記）なるもの馘首３名」（⑧，⑩，

�），	「半島人にて偽名入社せるため馘首１
名」（
）といったものであった１３。なお表４の
従業員番号⑪，⑱，�，�，�の５名の移動事
情は明らかでない。

藤井は「斯る入退社の移動甚だしき原因とし

ては，鍛冶職特有の流動的気風の未だ濃厚なる

ことがその最大なるもの」としたうえで，「若

いうちは工賃の多寡によつても動くが，年をと

れば何所に行つても同じことだし，人との関係

で動く」といった横座Ｃ. Ｍ.の談話を紹介して

いる。また「彼らは斯くて転々と移動を続け，

その間技術的“腕”を磨く。一つの小さな職場

に固着し，単一の機械を使用し一定のもののみ

を製つてゐては，技術的片輪になると云ふ。

（中略）移動を一種の武者修行を心得てゐるも

のも少くはな」かったのである１４。

３．各労働者のプロフィールと賃金

表５によりながら１９４０年５月までに定着した

２２名の労働者のプロフィールを紹介してみた

い。「当工場に於て技師Ｓ.Ｍ.事務員Ｒ.Ｋ.は共

にその任に当つて労務者側との協和を計り，労

務者個人に対しても出来得る限りの，親身な世

話を惜しまない様に見へ」たが，鍛冶作業の単

位は組であり，「わづか１個の製品を作るに

も，横座を中心とする“組”全員の脈搏的・一

心同体的協働を必要と」した１５。

まず小物製作を主とするＡ組であるが，同組

は４名からなり，８０貫落鎚（電動機７．５馬力）

を使った１６。

〈横座Ｃ.Ｍ.〉

「鍛冶工経験１１年，その割に技術的進歩が見

えない。当工場４人の横座中その程度は最も低

い。しかし仕事そのものには熱心，赤熱した銑

を黒くなるまで手離さない（中略）横座として

の彼は気むづかしく，組全員に対する人格的統

率力乏し」。

〈先手カネヤキ１７Ｈ.Ｓ.〉

「尋小卒業後９年間商店の小店員を，又更に

４ケ年を小工場数ケ所に勤務して，昭和１２年よ

り始めて鍛冶工となつた。（中略）彼には組の

３人（横座をのぞく）もよく親和結合し，

Ｈ.Ｂ.;Ｇ.Ａ.は常に彼と行動を共にすると言

はれる」。

〈先手ハンドル手Ｈ.Ｂ.〉

「昭和９年以来鍛冶工として諸所を転々して

ゐるが，性質温和，同僚との喧嘩口論などした

ことなし。当工場では原則として半島人は雇入

れないが，彼は特に許されてゐるほどである」。

〈先手Ｇ.Ａ.〉

「大正１５年以来鉄道関係工事－保安転轍用配

管工事人夫等の経験あり，当工場の製品にも特

に関心を有すると共に，先手としてハンマーを

揮ふことは他の者より巧みである」。

次にやはり小物製作を主とし，４名から構成

されるＢ組であるが，同組は４０貫落鎚（電動機

１３ 同上書，１０頁。
１４ 同上書，１０－１１頁。

１５ 同上書，２０，２４頁。
１６ 以下，同上書，３１頁より引用。
１７ カネヤキは原料鋼材を火床（ホド）で焼き赤め，ハ
ンドル手は落鎚の運転操作を担当する。なお電動落鎚
は“ムトン”と俗称された。
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表
５
従
業
員
一
覧

組
別

横
座

・
先

手
別

職
務

氏
名

表
３
・

従
業
員

番
号
年
齢

出
身
地

入
社
年
月

学
歴

続
柄

入
社
経
緯

備
考

鍛
冶
工
経
験

賃
金
（
円
）

（
年
月
）

常
傭
日
給
月
実
収

Ａ
組

横
座

Ｃ
.Ｍ

.
１２

３８
歳

東
京
生
３９
年
８
月
尋
小
卒

戸
主
技
師
Ｓ
.Ｍ

.紹
介

Ｋ
製
作
所
時
代
部
下

１０
年

５
．０
０

１９
７
．５
９

（
小
物
製
作
）
先
手
カ
ネ
ヤ
キ

Ｈ
.Ｓ

.
２５

３１
歳

東
京
生
３９
年
９
月
尋
小
卒

三
男
一
般
募
集

７
年

３
．５
０

１１
６
．４
７

先
手
ハ
ン
ド
ル
手
Ｈ
.Ｂ

.
７
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歳
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鮮
生
３９
年
７
月
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３
年
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主
同
僚
Ｔ
.Ｔ

.紹
介

Ｎ
鉄
工
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に
て
同
僚

５
年
６
カ
月

３
．４
０

１０
８
．１
１

先
手

Ｇ
.Ａ

.
２４

３６
歳

東
京
生
３９
年
９
月
尋
４
年
修
了
二
男
技
師
Ｓ
.Ｍ

.紹
介

Ｋ
製
作
所
時
代
部
下

９
カ
月

３
．０
０

１１
５
．６
５

Ｂ
組

横
座

Ｆ
.Ｓ

.
３１

３７
歳

東
京
生
３９
年
１０
月
尋
小
未
修
了

技
師
Ｓ
.Ｍ

.紹
介

Ｋ
製
作
所
時
代
部
下

２０
年

１０
．０
０

４３
０
．１
８

（
小
物
製
作
）
先
手
ハ
ン
ド
ル
手
Ｙ
.Ｋ

.
２９

２１
歳

山
形
生
３９
年
１０
月
尋
小
卒

長
男
一
般
募
集

７
年
２
カ
月

３
．２
０

１２
９
．９
０

先
手
カ
ネ
ヤ
キ

Ａ
.Ｉ

.
４１

２８
歳

横
浜
生
４０
年
４
月
高
小
卒

二
男
同
僚
Ｆ
.Ｓ

.紹
介

Ｎ
自
動
車
工
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に
て
同
僚
５
年
５
カ
月

３
．０
０

１０
１
．３
５

先
手

Ｙ
.Ｔ

.
４２

１９
歳
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潟
生
４０
年
４
月
高
小
卒

五
男
一
般
募
集

４
年
２
カ
月

２
．３
０

１０
１
．１
３

Ｃ
組

横
座

Ｈ
.Ｋ

.
４

６０
歳

福
島
生
３９
年
７
月
尋
小
卒

戸
主
一
般
募
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年
５
カ
月

４
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０
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．２
５

（
大
物
製
作
）
横
座

代
理

Ｔ
.Ｋ

.
２０
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千
葉
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年
９
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尋
小
卒
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僚
Ｔ
.Ｔ
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介

Ｏ
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工
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５
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０
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８
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手
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手
Ｔ
.Ｔ

.
６
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歳
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海
道
生
３９
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一
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集
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２
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３９
年
８
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Ｔ
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介

Ｏ
鉄
工
所
に
て
同
僚
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０
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２
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Ｔ
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.
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３
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.
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月
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僚
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５
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０
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組
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座

Ｔ
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.
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３０
歳
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年
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月
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卒
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Ｔ
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介

Ｏ
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４
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０
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６
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７

（
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中
）
先
手
カ
ネ
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キ

Ｙ
.Ｎ

.
２２
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歳

広
島
生
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年
９
月
高
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卒

弟
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僚
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退
社
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介
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係

８
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月

２
．８
０
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１

先
手
ハ
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手
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習

Ｋ
.Ｇ

.
３９
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歳
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生
４０
年
３
月
高
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卒

弟
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般
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集

２
カ
月

１
．６
０

４３
．７
２

先
手

見
習

Ｋ
.Ｎ

.
３６

１７
歳

栃
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生
４０
年
１
月
高
小
卒

長
男
一
般
募
集

５
カ
月

１
．６
０

２８
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１

先
手

見
習

Ｈ
.Ｈ

.
４３

１６
歳

群
馬
生
４０
年
４
月
高
小
卒

二
男
小
使
Ａ
.Ｏ

.紹
介

２
カ
月

１
．５
０

４２
．８
８

小
使

Ａ
.Ｏ

.
３３

６１
歳

東
京
生
３９
年
１１
月
尋
４
年
卒

戸
主
事
務
員
Ｒ
.Ｋ

.紹
介

知
人

４３
．２
０

［
出
所
］

藤
井
前
掲
書
，
２
，
１１
，
３１
－
３３
，
３６
，
４０
頁
。

（
注
）（
１
）
月
実
収
は
１９
４０
年
４
～
６
月
平
均
。

（
２
）
Ｈ
.Ｋ

.，
Ｋ
.Ｎ

.：
４
～
６
月
は
ほ
と
ん
ど
病
気
欠
勤
。

（
３
）
Ｙ
.Ｎ

.：
病
気
欠
勤
多
し
。
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５馬力）を使用した１８。

〈横座Ｆ.Ｓ.〉

「鍛冶工２０年，諸所を転々とし，東京市内の

鍛冶場は殆んど残す所なく歩いた－と豪語す

る。技術的にも優秀である。恐らく当工場の第

一人者であらう。（中略）彼は短気にして仕事

中先手が失敗すれば，口を開く前に殴るなど，

先手３人は宛も狼の前の羊の如く恐れてゐ

る」。表５にあるようにＦ.Ｓ.の常傭日給，月

実収ともに際立って高く，月実収４３０円は技師

Ｓ.Ｍ.の月給２００円を大きく上回っていた。し

かし「彼が技能についてはともかく，稍々もす

れば統制に服さず，不規則な就業ぶりは又他の

従業員に対する悪影響も少からず」ため，会社

としては早晩退社せしめる様子であった。

〈先手ハンドル手Ｙ.Ｋ.〉

「尋小卒業後直ちに小鍛冶屋に入り，上京後

も亦同様約６ケ年を徒弟制下に鍛へられた。親

方の家に住込み，全１日の生活を家内の雑用に

まで使役され“この工場に来るまで，くさくな

い飯は食つたことがない”と言つてゐる」。

〈先手カネヤキＡ.Ｉ.〉

「常に横座Ｆ.Ｓ.に従ひ，共に数ケ所の鍛冶

場を移動してゐる。彼はＦ.Ｓ.から技術を覚へ

るために，殴られても甘んじてゐる。組に於て

は手仕事に最も巧みである」。

〈先手Ｙ.Ｔ.〉

「高小卒業後，昭和１１年以来鍛冶職に従つて

ゐるが，未だ年若く，夜間は通学して一般工学

を学んでゐる。“彼は未だ一生鍛冶屋をやる気

がないから技術が進まない”と同僚には言はれ

てゐる」。

続いて大物製作を担当するＣ組（構成員８

名）であるが，同組は１／２噸落鎚（電動機１５

馬力）を使用した１９。

〈横座Ｈ.Ｋ.〉

「鍛冶屋生活３０余年，砲兵工廠をふり出しに

浜松，大阪に転じ，又再転上京して比較的大工

場を数ケ所遍歴してゐる。鍛冶屋としての

“腕”も，Ｆ.Ｓ.には及ばざれども優秀であ

る。大型物を得意とする。（中略）たゞ老齢の

ため欠勤多く，先手に迷惑を蒙らせること縷々

（中略）彼の欠勤した際代つて横座をつとめた

Ｔ.Ｋ.との技術的優劣を先手達に比較せられて

その信用を失墜した（中略）これらのことは

Ｔ.Ｋ.を中心とする先手達の結束を促進し，昨

年末までの，Ｈ.Ｋ.が辞めれば他もみなこれに

殉ずる－といつた組内部の融和結合を崩した」。

〈横座代理Ｔ.Ｋ.〉

「彼の平常の作業は大型物を扱ふ際用ふるク

レーンの操作であり，横座との密接な協働を必

要とする。（中略）組の先手に対する感情的融

和も円滑に，殊にＴ.Ｔ. ; Ｇ.Ｅ. ; Ｍ.Ｉ.とは

古い同僚として気も合い，また共に遊ぶ。（中

略）幼少より，家業として鍛冶に従ひ又徒弟制

下に育つた。郷里の小船釘鍛冶に於ける７年間

の年期奉公に彼は鍛へられた」。

〈先手ハンドル手Ｔ.Ｔ.〉

「彼独特の人徳とも言ふべきものを持ち

つゝ，工場全体の気分的中心なのである。彼が

口を利けば労務者の大部分はそれに靡く。彼の

欠勤は宛も重要なものが抜けたかの如く皆に感

ぜられる。（中略）万一彼が辞めればＨ.Ｋ.を

除く大部分がこれに従ふであろう。（中略）経

営側でも彼には一目おいてゐる様に見える。他

には許さない前借も彼には認めてゐる。又彼は

鍛冶屋各所を遍歴して“顔”広く，仲間の世話

もよく見ると言はれる。現に当工場に勤務する

労務者２２名中５名は彼の紹介保証により入社し

たものである」。

〈先手カネヤキＧ.Ｅ.〉

「鍛冶屋の経験は５年にすぎないが，極めて

真面目に無口，他人の悪口不平を言はず当工場

第一の模範工である。而してＴ.Ｔ.に次いで工

場内の信望を集めてゐる」。

〈先手カネヤキＭ.Ｉ.〉
１８ 以下，藤井前掲書，３２－３３頁より引用。
１９ 以下，同上書，３３－３５頁より引用。
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「工場に於ては欠勤率最も高く，又他人に災

害を被らせる“頻発者”である。蓋し彼の家庭

事情－妻は結髪業を，長男は自転車業を営み

て，本人に家計的負担少くその家庭生活に対し

ても又従つて仕事に対しても責任感乏しきによ

るものと考へられる」。

〈先手Ｔ.Ｓ.〉

「事務員Ｒ.Ｋ.の義弟にして，万事その指図

に従ひ，又組の先輩に従順をつとめ可愛がられ

てゐる」。

〈先手ハンドル手予備Ｋ.Ｙ.〉

「技術は年齢の割に優れ，キビキビとよく働

く。しかし自ら柔道３級と称して生意気，同僚

とも縷々喧嘩す」。

〈先手Ｋ.Ｎ.〉

「目下病気療養中」。

最後にＤ組であるが，この組は主として養成

工をもって構成され，５０貫落鎚（電動機７．５馬

力）を使用した２０。

〈横座Ｔ.Ｙ.〉

「彼は元Ｆ.Ｓ.組のカネヤキとして横座Ｆ.

Ｓ.に重用せられ，彼が横座として独立する際

もＦ.Ｓ.により極力反対せられた程である。

（中略）彼は５年間に２０余個所の作業場を転々

とした。その理由として自身“技術を少しでも

多く覚えるために，よりよく覚えられる所を求

めて移動した”横座となることを当面の目標と

して彼は努力したと言つてゐる」。

〈先手カネヤキＹ.Ｎ.〉

「仕事に積極性を示さず。己が命ぜられた任

務を漸くなすのみ」。

〈先手ハンドル手見習Ｋ.Ｇ.〉

〈先手見習Ｈ.Ｈ.〉

「未だ純朴真摯，彼らを都会の，特に現下殷

賑産業界の腐敗した風潮より防護善導すること

は産業に携はる者のひろしく負ふべき義務であ

らう」。

〈先手見習Ｋ.Ｎ.〉

「これ又積極的善導を緊急必要とする少年で

ある」。

次に賃金についてみると，鍛冶作業に従事す

る作業者に対しては横座請負制と連合請負制の

２種の賃金支払形態があった。前者は経営側と

横座個人の間の請負制であり，先手の賃金は横

座から支払われた２１。後者は経営側と組全体と

の請負制であって，先手に対する賃金も横座同

様経営から直接支払われる。鍛造工場では前者

が圧倒的に多いのが現状であったが，本工場で

は連合請負制が採用されていた。各人の取り分

は，請負総額に（１ケ月各個人の常傭額／１ケ

月組全員の常傭総額２２）を乗じることで算出さ

れた。本工場での賃金支払いは月２期払いであ

り，毎月１５日に半月分の常傭給が「内払」さ

れ，月末に請負による給料を計算して総額が支

払われた２３。

本工場では古い型（Ａ・Ｂ組）の横座（他工

場においてすでに横座であった者）と新しい型

（Ｃ・Ｄ組）の横座（本工場で新しく抜擢養成

された者）では，常傭日給について横座と先手

の取り分の割合が異なっていた。すなわちＡ組

では横座の取り分は５円／１４円９０銭＝３３．６％，

Ｂ組の横座は５４．１％，Ｃ組（横座Ｈ.Ｋ.を除く）

は１７．３％，Ｄ組は３１．８％であった（表５参照）。

４．技術形成と労働の実態

まず熟練形成期間であるが，「カネヤキが横

座の指図を受けず所謂一人前となるにはその経

験１～２年の集積を要する」といわれ，ハンド

ル手も「唯単に落鎚の運転操作のみならばその

２０ 以下，同上書，３５－３６頁より引用。

２１ 厳密には横座請負制にも２種類あり，請負賃金全額
に関して横座が支払う場合と経営側が決定した常傭給
は経営側から支払われ，残余について横座が支払い権
を有する場合である。
２２ １ケ月常傭額は各人１日１０時間につき１円５０銭～１０
円の日給で決まるが，それに欠勤，遅刻，早引などを
加算し，１ケ月の全常傭額を算出する。
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習得に１ケ月を要しないが，横座と呼吸を合は

せ，それと一心同体的協働をなし得るには，更

に長年月を要する。而して一般に手仕事に於け

る先手の“向ふ鎚”も揮ふハンマーが適確に

“シン”にあたり，力が最も効果的に発揮出来

得るに至る迄，少くとも３ケ年以上を要すると

言はれ」た２４。

熟練形成のうえで大きな障害となったのが，

横座の「技術的秘密主義」であった。その具体

例を挙げると以下のようであった。

「１）横座は先手達に対し決して製品の略

図－設計図を見せない。即ち仕事の前相談は絶

対にしない。先手には自分が何を作つてゐるか

知らされない。２）仕事－技術を教へない。先

手はそれを横座から少しづゞ盗み取るより他は

ない。３）如何なる場合もその仕事を先手に代

行させない。経営側の都合で無理にやらせ様と

すれば喧嘩となる。４）先手の技術的進言は絶

対に用ひない。先手の創意は悉く封ぜられる。

たとへ進言の内容が，作業をより容易に能率よ

く遂行せしめるが如きものであらうとも，横座

はそれを用ひず，自らの方法を固執して捨てな

い２５」。

「横座に対する先手の徒弟的忍従は，かくて

幼少より古い徒弟制下に育てられたもの以外に

は，殆んど耐へ得ざる苦痛であらう。横座の先

手に対する“懲罰”は積極的には工具による打

擲であり，消極的には重いハンマーを無理に振

らせる等々の手段が利用せられる」。ところが

戦時下の労働力不足の下では，「徒弟は殴られ

てもなほ忍んだ。しかし若い労働者は怒つて去

るだらう」と評されるような状況が生まれつつ

あった２６。

しかし「鍛冶屋仲間の心底を流れるかゝる旧

制的気風気質は，無視するには未だ余りにも強

すぎる。かくてその旧制的残存物の上に“組”

は編制されて行くのであるが，しかし当工場に

於ては経営側の努力にも拘らず，その“組”編

制が一応の落付き，稍安定の段階に達するまで

に約１ケ年を必要とした２７」のである。

一方，組の内実が固められるにつれ，今度は

組と組との間の対抗関係，封鎖的関係が芽生え

るようになった。「１）“組”に欠勤者あり，仕

事に差支へを生じようとも“組”相互間に成員

の融通は行はれない。唯一それの可能であつた

Ｄ組（横座Ｔ.Ｙ.）の少年工達ですら最近はそ

れに肯じなくなつた。彼らは“融通”によつて

色々な技能を覚へ得るのであるが－。２）工具

類は他人の手に決してふれさせない。自分達の

工具に対する愛着は強い。そのためある種の工

具については各組同じものを多数揃へてゐる。

３）而してかゝる“組”の対立関係に於ては作

業の横の－“組”と“組”との－連絡は困難で

ある。彼らの職人気質はこれを許さぬ－“他人
（ママ）

の仕事には手をけつぬ”２８」のであった。

５．受発注関係

最後に本工場を巡る受発注関係についてみて

みよう。まず受注関係をみると，表６に示され

ているように親会社であるＭ製作所からの発注

が全受注額の大きな部分を占めた。Ｂ会社，Ｆ

～Ｊ会社は専務Ｋ.Ｍ.の同窓関係であり，Ｗ工

手学校関係の人的ネットワークは出資面だけで

なく，受発注関係でも大きな役割を果たしてい

たことが分かる。さらに技師Ｓ.Ｍ.の関係が３

件，総額１万４０００円であり，Ｗ工手学校同窓関

係の６件，受注総額１万１３００円を上回ってい

た。

本工場の仕事が輻輳した場合は，他の小工場

に対して下請発注が行われた。その仕事の主な

ものは「Ｂ会社より受註せるものゝうち比較的２３ 藤井前掲書，２１－２２頁。
２４ 同上書，２３－２４頁。
２５ 同上書，２４頁。
２６ 同上書，２５頁。

２７ 同上書，２９頁。
２８ 同上書，３０頁。
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採算不利なるもの，及び先方（下請者）材料持

条件の小仕事であり，月平均発註額は約４０００円

強である。（中略）次に斯る下請工場２ケ所

（鶴見所在）は，共に技師Ｓ.Ｍ.のＫ製作所在

任中，その指導下に作業し，後独立して自ら小

工場を経営するものである。なほ斯る小工場に

於ける機械設備は共に落鎚１台，工員５～６

名，工場主自ら横座となりて作業するものであ

る」といった状況であった。

おわりに

以上紹介してきたように戦時下東京のＭ鍛造

株式会社の場合，所有と経営，受発注関係，人

員の雇入れなど経営のあらゆる側面で専務取締

役社長Ｋ.Ｍ.の同窓関係および技師Ｓ.Ｍ.の人

的関係，さらにＣ組先手Ｔ.Ｔ.の人的ネット

ワークが決定的重要性を有していた２９。親方－

徒弟関係の強固に残存する鍛造業において，Ｃ

組横座代理Ｔ.Ｋ.の登用，養成工中心のＤ組と

いったように，Ｍ鍛造では新たな動きも生じて

いた。しかし鍛造作業の性格上，組単位の結束

はきわめて強く，労働需給が逼迫する戦時下の

中小工場の動向はなお予断を許さなかったので

ある。

〈補論〉戦時下の大都市における公立青年学校

紹介してきた藤井調査に「少年工達は勧奨に

も拘わらず，青年学校へ通学することを窮屈で

面白くないとて厭ふ３０」という指摘があるが，

以下では及川宏と藤井次郎による別の調査結

果３１によりながら大都市における公立青年学校

２９ 戦時期大阪のブラシ工場（従業員７９名，うち女子４５
名）であるが，「真面目な労働者を確保する立場から，
工場主の出身地に近い奈良県添上郡及び山辺郡かの山
間部４，５村より，つてを求めて募集し，現在はその
地よりの出身者は２２名に達し，全部女子である。／其
の他，工場主Ｍの親戚４名，工場主任Ｍの親戚２名，
前職の時工場に出入りしてゐたもの４名，兄弟４名，
兄弟２名が３組親子２名が働いて居り入社経路より見
ても従業員の紹介が可成り多いことがわかる。／工場
に長く居ついて工場への信頼と仕事への愛着とを持つ
ことが第１であるとの考へ方から，住込者３３名中２２名
を占める村からの出身者については，その母校（４
校）と随時連絡を取り，縷々父兄会を開いて工場との
結びつきを万全ならしめんとしてゐる。／（中略）工
場主の語る所によれば，住込従業員のしつけ，父兄へ
の絶えざる働きかけによつて，一旦出身地の村人の間
に信用を得た後は，従業員補充にも事を欠かない」と
いった事例が報告されている（藤井次郎・近藤修吾
「経営内に於ける産業報国会の運営状況－ある三つの
中小工場に於ける実情－」『労働科学』第１９巻第８号，
１９４２年８月，５８頁）。
３０ 藤井前掲書，２９頁。
３１ 及川宏・藤井次郎「勤労青年に対する教育施設の実情
に就て－特に中小工業地帯に於ける青年学校を中心と
して－」（『労働科学研究』第１６巻第８号，１９３９年８月）。

表６ 受発注関係

発注者 縁故関係 月平均受注額（円）

Ａ 所謂親会社たり，当然受注額の過半を占む。 １２，０００円（鋼材配給証明書つき）
Ｂ 購買課長は専務Ｋ.Ｍ.の工手学校同窓にして１３人組の１人。 ５，０００円（材料支給）
Ｃ 購買課長は技師Ｓ.Ｍ.の学友。 １，０００円（材料支給）
Ｄ 購買課長は技師Ｓ.Ｍ.の知人の親戚。 １０，０００円（鋼材配給証明書つき）
Ｅ 常務重役は技師Ｓ.Ｍ.の古き学友にして，最近偶然邂逅。 ３，０００円（材料支給）
Ｆ 専務Ｋ.Ｍ.の同窓関係者にして，同時に株主。 １，５００円
Ｇ 同上。 ５００円
Ｈ 同上。 ２，０００円
Ｉ 同上。 ２，０００円
Ｊ 同上。 ３００円

［出所］ 藤井前掲書，１３頁。
（注）（１）材料支給のない場合の受注価格は材料支給の場合と比較して，約２倍に当たる。

（２）後段５社の材料は適宜他の余剰を用いる。
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が直面した諸問題について概観してみたい。

周知のように１９３５年の青年学校令によって従

来の実業補習学校と青年訓練所が統合されて青

年学校となり，青年学校には普通科２年（尋常

小学校卒），本科（高等小学校卒，男子は５

年，女子は３年），研究科１年（本科卒），専修

科１年（本科卒）の各科があった。続いて３９年

の改正青年学校令によって中等学校や高等小学

校に進学しない満１２歳～１９歳までの男子（高等

小学校卒を含む）に対する青年学校への就学義

務制が実施されたものの，現実には就学義務の

徹底は難しかった。

青年学校の発足とともに大企業を中心として

私立の青年学校の整備充実が進んだのに対し，

公立青年学校は基本的に独立の校舎を有せず，

小学校に併置され，教員も小学校教員の兼任が

多かった。農村部および都市部の中小工場で働

く勤労青少年を収容したのは公立青年学校で

あった。農村部の青年学校が農業教育などに相

当の実績を挙げたのに対し，大都市の公立青年

学校はさまざまな問題に直面した。

表７にあるように大都市東京の本所・深川の

江東２区の青年学校への就学状況はきわめて悪

く，３９年度からの就学義務化の影響もまったく

現れていなかった。また就学率が低いだけでな

く，出席者は在籍生徒の半数にも満たなかっ

た３２。

アンケート調査の調査票を集計できたのは，

本所区３青年学校の本科男子６１１名，川崎市８

青年学校・本科男子４５９名であった。表８に示

されているように本所区の場合，６１１名の職業

構成は工業従業者３４５名（全体の５６．５％），商業

２６０名（４２．６％）であり，川崎市８校の４５９名で

は工業２８５名，商業７７名，農業７２名の順であっ

た。また本所区の６１１名のうち区内小学校出身

者は２９９名，他府県出身者は２５４名であった。農

村部の青年学校では小学校時代の恩師に青年学

校においても引き続き教わることが多かったの

３２ 同上論文，５頁。

表７ 東京市本所区・深川区青年学校の就学状況
（人，％）

普通科 本 科

就学該当者
（ａ）

在籍生徒
（ｂ） ｂ／ａ 就学該当者

（ａ）
在籍生徒
（ｂ） ｂ／ａ

本所・第一 １，０７８ ７７ ７．１ ２，４７７ ５２４ ２１．２
本所・第二 ８６０ ６３ ７．３ ３，９７８ ２７２ ６．８
本所・第三 ６６ ３８８
深川・商工 １，０５３ １５５ １４．７ ４，６５７ ５００ １０．７
深川・臨海商業 ３６
深川・数矢 １３０ ５，４４４ ２０７ ３．８

本所・第一 １，３４４ ５８ ４．３ ２，６９４ ５６２ ２０．９
本所・第二 ２，６００ ４８ １．８ ３，７０３ ４３５ １１．７
本所・第三 ７４ ４８１
深川・商工 １８９ ５，３５９ ５６９ １０．６
深川・臨海商業 ４８
深川・数矢 １２０ ５，６０８ ２４０ ４．３

［出所］ 及川宏・藤井次郎「勤労青年に対する教育施設の実情に就て－特に中小工業地帯に於ける青年学校を
中心として－」（『労働科学研究』第１６巻第８号，１９３９年８月）５頁。

（注）（１）就学該当者は，戸口調査を基礎として入学勧誘を行った数。
（２）上段は１９３８年４月末現在，下段は３９年４月末現在。
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に対し，東京のような大都市では当然のことな

がら他郷出身者の割合が高く，「師弟の間に人

格的接触が生じ得るとは考へ難い３３」といった

状況もみられたのである。

問題は就学率・出席率の低さだけではなかっ

た。表９にあるように，「入学者をしてその学

年を通じて在籍するものは約半数に過ぎない。

他の半数は中途退学し，更に殆同数が学年中途

より入学する。即ち生徒の半数は流動的な分子

である３４」といった問題もあった。

出席率は夏場を境に低下したが，その背景と

して「中小工業経営に於ては労働時間を規定し

難く慣習的に日没迄を作業せしむるを例とする

ため，夏季に接近するに従ひ労働時間は延長せ

られるのである。暑熱漸く加はる時に労働時間

がより延長せらるゝ以上，授業へ出席する事の

３３ 同上論文，７頁。 ３４ 同上論文，１０頁。

表８ 職業別自家営業従業者数・被傭者数および職業別出身小学校・住居関係内訳
（人）

商業 工業 農業 その他 合計

自 被 計 自 被 計 自 被 計 自 被 計 自 被 計

本所区３校 ９３ １６７ ２６０ １３２ ２１３ ３４５ ６ ６ ２２５ ３８６ ６１１

川崎市８校 ４４ ３３ ７７ １６ ２６９ ２８５ ６７ ５ ７２ ２ ２３ ２５ １２９ ３３０ ４５９

出身小学校 住居関係

同一
区内

同一
市部

同一
府県 他府県 合計 自宅 親戚 住込 寄宿舎 下宿

間借 合計

商業
自営 ８６ ４ ３ ９３ ９３ ９３
被傭 １５ １７ １３５ １６７ ２ １６５ １６７

工業
自営 １２３ ５ ４ １３２ １３１ １ １３２
被傭 ７１ ３１ １１１ ２１３ ６７ ５ １３９ ２ ２１３

本所区３校
農業

自営
被傭

その他
自営
被傭 ４ １ １ ６ ３ １ １ １ ６

合計
自営 ２０９ ９ ７ ２２５ ２２４ １ ２２５
被傭 ９０ ４９ ２４７ ３８６ ７２ ６ ３０５ ３ ３８６

商業
自営 ３８ ２ ４ ４４ ４４ ４４
被傭 ６ ６ ２１ ３３ １ ３２ ３３

工業
自営 １２ １ ３ １６ １６ １６
被傭 ２０６ １６ ４７ ２６９ ２０３ ２１ ３５ ２ ８ ２６９

川崎市８校
農業

自営 ６７ ６７ ６７ ６７
被傭 ３ ２ ５ １ ４ ５

その他
自営 ２ ２ ２ ２
被傭 １６ ２ ５ ２３ １８ ４ １ ２３

合計
自営 １１９ ３ ７ １２９ １２９ １２９
被傭 ２３１ ２４ ７５ ３３０ ２２２ ２６ ７２ ２ ８ ３３０

［出所］ 及川・藤井前掲論文，１９－２０頁。
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過重負担たる傾きは当然である。江東２区の各

校に於て聴取せる処によれば，夏季は労働時間

延長せらるゝため，学校の始業時は之を遅くす

る以外には出席者少く授業を行ひ難いと云ふ」

といった状況があった３５。

前掲表８に示されているように本所区の６１１

名の場合，３８６名が被傭者，２２５名が自家営業従

業者であった。３８６名の被傭者のうち３０５名が住

込であり，自宅からの通勤者は７２名にとどまっ

た。被傭者の場合，他府県の尋常小学校，高等

小学校を卒業後上京し，住込で商業・工業労働

に従事しながら青年学校に通学するというのが

一般的な姿であった。したがって本調査におい

ても「住込の多き場合には，通学に対する雇傭

主の理解と援助は絶対に必要である。事実，被

傭者に就て見るに，３４９名（９０．４％）は通学に

対する雇傭主の快諾を調査票に於て認めてゐる

事は興味深いものがある３６」と指摘されている。

また同じ工業地帯といっても本所区と川崎市

では違いも大きかった。前掲表８にあるように

全体に占める被傭者の割合は本所区が６３．２％で

あったのに対し，川崎市は７１．９％であった。

「前者は家内経営的工場多きに対して，後者に

ては之が殆どない。一言せば前者にては被傭者

は未だ徒弟的身分であるのに対し，後者は工場

労働者であ３７」ったのである。また本所区では

工業従事者のうち自家営業に従事する者は基本

的に区内の小学校を卒業して自宅にいた。被傭

者の過半数は他府県出身者で住み込みであっ

た。これに対して川崎市では自家営業者は相対

的に少なく，被傭者の大部分は自宅から工場に

通勤する者であった。また他府県出身者は住込

だけでなく，親戚等に寄寓する者もいた。

勤労青年は「実社会に生活してゐるだけに彼

等が自己の知識の不足を知り，よりよき教育を

享受せんとする熱意は一層烈しいものがあ３８」

るにもかかわらず，現実の青年学校の実態はそ

の切実な要求に応えていないというのが本調査

の問題意識であった。なかでも「各種職業を分

ち見るに，工業従業員に於て教科と日常の勤労

生活とは最も乖離してゐる，或ひは少くとも生

徒自身の主観に於ては乖離が意識されてゐると

断定し得る３９」という問題があり，これは専任

教員の少なさ，貧弱な学校設備に規定されたも

のであった。

一方で青年学校生徒が教練を好む傾向にある

ことも指摘されていた。「彼等は一定の制服を

着用し一定の規律の下に行動する事が楽しいの

である。殊には工場街にては毎月第１，第３日

３５ 同上論文，１５頁。
３６ 同上論文，１７頁。

３７ 同上論文，２１頁。
３８ 同上論文，２４頁。
３９ 同上論文，２６頁。

表９ 青年学校在籍者数・中途退学者数・中途入学者数
（人）

校名
普通科 本 科

在籍者 中途退学者 中途入学者 在籍者 中途退学者 中途入学者

本所・第一 ７７ ４３ ５５ ５２４ ２７３ ３１４
本所・第二 ６３ １６ １４ ２７２ ４４ ３６
本所・第三 ６６ ３３ ６５ ３８８ １７２ ２０８

深川・商工 １５５ ７０ ２９ ５００ ８５
深川・臨海商業 ３６ ３３ ２１
深川・数矢 １３０ ６９ ６１ ２０７ ６５ ２０

［出所］ 及川・藤井前掲論文，１０頁。
（注）（１）中途退学・中途入学は１９３７年度，在籍者数は３８年４月末。
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曜を休業するが，此の時夜営演習が多く計画せ

られるのである。日常一切の娯楽を有しない勤

労青年にとつては，此事は非常な悦びで

あ４０」ったのである。

Materials on a Small Forging Factory in Wartime Japan

Minoru Sawai

The main material which is presented in this paper is ‘Kinro wo Chushintoshite Mitaru Shokogyo

Keiei no Jinteki Kosei ni Kansuru Chosa: Kinro Kyodoutai Kakuritsu no Tameni’[Survey on

Workforce Composition in Small Manufacturing Factory from the Viewpoint of Work: for the

Establishment of Work Community] by Jiro Fujii published in 1942 as a series of reports of Institute

for Science of Labor.

Through this survey we could confirm career path of managers and each worker of a small forging

factory established in March 1939 in a certain ward of Tokyo, working conditions, and even human

relations among workers and foremen.

In the case of this factory, the alumni network of a president of this company and colleagues

network of a engineer and a foreman played a decisive role in all aspects of management such as

ownership and management, accepting orders from outside companies and employment of workers.

４０ 同上論文，２９頁。
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